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活動記録
令和5年度と令和6年度の活動
記録がダウンロード可能です。

R5年度 R6年度

本プロジェクトの目的は、アート・デザイン・イラスト・ダンス関係者の知見を軸に、地域と現代文化の関わりを複数の視点から検討
すること、鹿児島の人的・知的財産を発掘すること、そうした財産を活用する知見・資料を獲得することである。本プロジェクトは、地
域の人的・文化的資源や関連する歴史の多角的な掘り起こしとなり、かつ将来地域を文化的に発展させる可能性を孕む要素への目配りと
なる。それを学生や地域の人々が参加可能な場で共有することは、地域を支える人材の育成・連結・協同に繋がる。換言すれば、本プロ
ジェクトの目的は教職員・学生・地域市民を軸に、複数の水準で地域の文化を支えるインフラストラクチャーを構築することである。 

前年度と比べると、今年度は参加者の年齢層がより多様になりま
した。今年度もたくさんの方々にご協力いただきました。この場
を借りて御礼申し上げます。

謝辞

第1回「地域とダンスとまちづくり」
第1回の登壇者
は、大谷悠氏
（コンテンポラ
リー・ダンサ
ー、振付家）と
上村基之氏（鹿
児島大学人文社
会科学研究科修
士課程）。第1
回ではトークに
加え、登壇者に
よる実演や、フ
ロアも巻き込ん
だ実演が行われ
た。

第2回「デザイン×地域×アート」
第2回の登壇者
は、はがみちこ
氏（アート・メ
ディエーター）
と久保雄太氏
（デザイナ
ー）。アート・
メディエーター
の役割や、デザ
インの重要性、
地域と大学の関
係などについ
て、京都と鹿児
島の事例を往還
しつつ、トーク
イベントは開催
された。

第3回「イラストとアートから考える多文化主義」
第3回の登壇者
は、利根川由奈
氏（文教大学国
際学部 専任講
師）と竹添星児
氏（イラストレ
ーター）。ベル
ギーにおけるも
しくはベルギー
にとってのアー
トやデザインの
役割、そして鹿
児島市内・県
内、島嶼にとっ
てのデザインの
役割や重要性に
ついて、トーク
が展開された。

第4回「ハブとしての大学」
第4回の登壇者
は、松本健太郎
氏（獨協大学外
国語学部 教
授）。二松学舎
大学における授
業形態（PBL: 
Projecte 
Based 
Learning）やコ
ンテンツツーリ
ズム、ゲーム、
観光といった研
究の観点から、
学生と地域をつ
なぐ事例が豊富
に紹介された。

ワークショップ（トークイベント）を4回開催
• 第1回　「地域とダンスとまちづくり」（2024年11月29日） 
• 第2回　「デザイン×地域×アート」（2024年12月6日） 
• 第3回　「イラストとアートから考える多文化主義」（2024年12月13日） 
• 第4回　「ハブとしての大学」（2025年1月28日） 
　　　　　　 
　　　　　　　　（すべてラーニングコモンズ1（鹿児島大学）で開催）
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ワークショップ

多様な水準で地域の文化を支えるインフラの構築

地域の文化に係る知財・人財につ
いての知見の獲得と掘り起こし

研究やキャリアパスについての多
様な見通しの獲得

• 第1回 「アートと地域とまちづくり」（2023年10月27日）  
• 第2回 「アートと地域と美術館」（2023年11月17日）  
• 第3回 「アートと地域と教育」（2023年12月1日）  
• 第4回 「制作・キュレーション・批評」（2024年2月8日）

参考：令和5年度「地域とアートの相互作用を発掘・検証しその可能性を探究するプロジェクト」

4回のトークイベントは、アートやデザイン、ポップカルチャーを焦点として鹿児島と他地域（京都・東京）を比較することで、鹿児島における文化や教育
の支援に関して不足している要素や見落とされている要素、発信・活用していくべき要素を浮き彫りできた。そして教員や学生がそれぞれの立場から取り組
んでいくべき事柄や活用できる事柄を明確にできた。例えば、地域の文化的なインフラを支え、かつ県外のデザイン等をめぐる状況に影響を及ぼしている
『kagoshima illustrators file』を事例として、軽視されがちなフリーペーパーの地域の文化に対する重要性を認識することができた。また、ロゴやデザイ
ンは視覚的要素と物語的要素の組み合わせであるという知見を得たことは、参加者（特に学生たち）が直感的にわかりやすい視覚イメージにより鹿児島を
表現する、もしくはそうした視覚イメージを読み解く一助となるだろう。 
ダンスを研究対象として捉える視点を確保できたことは、身近な地域の文化を掘り起こしていくための一助となる。その際、イベント登壇者として本学の

大学院生を招聘できたことは、参加した学部生に大学院進学というキャリアパスがあることを実感させる契機となったであろう。2024年の京都賞受賞者が
振付師・ダンサーのウィリアム・フォーサイスであることを踏まえれば、今回のダンスをテーマとしたトークイベントを契機として、稲盛財団が創設した京
都賞への注目度も高まることが期待できる。 
　総括的に言えば、本プロジェクトにより、参加者はアート・デザイン・イラスト・ダンスといった現代文化に関する県内外の状況（特に京都と鹿児島）
についての知見を獲得できた。それらを巡る状況が県内外、そして市内と島嶼でも多様であることや問題点も具体例を通じて知見を獲得できた。これら
は、アートやデザインやイラストやダンスといった観点から、地域の教育・文化の振興に多角的に取り組むことのできる人材を育成する土台となるだろう。 

プロジェクトの成果
- アートやデザインと地域との多様な関わり方についての把握  
- アートやデザイン、ポップカルチャーに興味関心を持った場合の進学や就職に関する展望の獲得 
- 地域と大学の関わり方についての知見の獲得 

学生によるフライヤーの作成 活動記録の作成


